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研究の目的 
 

近年，超高層住宅の更なる高層化に伴い，設計基準強度 150N/mm2 級のコンクリートに関する研究開発が多方

面で行われている．高強度コンクリートを用いた鉄筋コンクリート造は，火災加熱を受けると表層部分が爆裂しや

すく，部材の耐力低下を起こす可能性がある．この爆裂を抑制する対策として，コンクリートへの合成繊維の混入

が有効であると報告されている．一方，コンクリートは受熱温度が 500℃程度であれば，ある程度の期間が経過

すると強度は回復するといわれてきたが，高強度コンクリートは，強度回復があまり期待できないという報告があ

る． 

そこで，本研究では，設計基準強度 100～150N/mm2 級の超高強度コンクリートを用いた鉄筋コンクリート

柱について火災後の補修軽減工法を含めた耐火対策技術の開発を目的とした． 

 

技術の説明 

 

超高強度コンクリートを用いた鉄筋コンクリート柱において，設計基準強度と要求される耐火性能に応じた耐火

対策の選定を可能にする． 

 

主な結論 

 

設計基準強度 100～150N/mm2 級の超高強度コンクリートを用いた鉄筋コンクリート柱の 3 時間以上の耐火

性能（軸力保持性能）を有する工法および火災後の補修を軽減することができる耐火工法を開発することができた． 
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表 超高強度鉄筋コンクリート柱の耐火対策

写真 載荷加熱実験終了後の試験体状況 
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